
 

 

 

 

 

 

 

「オリパラ学習・・学びの足跡」 

 穏やかな晴天に恵まれた「令和」初の年末年

始でした。今年も本校の教育活動へのご理解・

ご支援よろしくお願いいたします。 

師走の月は、教育ネットワークシステムの障

害やインフルエンザの流行による学級閉鎖など、

頭を悩ます出来事がありましたが、１月８日（水）

の始業式では、生徒・教職員ともに、元気な姿

を見せてくれました。 

３学期は、１年間の教育活動のまとめと来年

度に向けた準備の学期です。現在、学校評価の

結果分析と改善策について検討を進めていると

ころです。結果速報を見て最もうれしかったの

は、「思いやりの心や相手の身になって考え、行

動できますか？」という質問に対する教師の肯

定的評価が昨年と比較し 21.4 ポイントも増え

たことです。２月の学校評議員会でのご意見も

聴取し、３月の学校だよりと保護者会でご報告

いたしますが、いただいた自由記述のご意見の

中で、放課後の補充教室(地域未来塾)などすぐ

に改善できるところはすぐに着手して参ります。 

 

 

 

 

さて本校では、これまで「国際理解」「障がい

者スポーツ・高齢者理解」「ボランティアマイン

ドの醸成」を主たるねらいとしたオリンピッ

ク・パラリンピック学習を行い、優れた教育活

動を行っている学校として毎年東京都から表彰

を受けてきました。今年は、いよいよオリンピ

ックイヤーです。夏休みには、学年ごとに観戦

に行く予定もあります。 

前回、1964 年（昭和 39 年）に東京で開かれ

たオリンピックでは、開催国である日本と、開

催都市東京に多くの有益な遺産（レガシー）を

残しています。例えば、「スポーツ振興法」とい

う法律がつくられ、国と地方公共団体が市民の

ためにスポーツ環境を整え、積極的にスポーツ

に取り組む仕組みづくりが始まったこともその

ひとつです。また、新幹線や首都高速道路、モ

ノレールなど今の私たちの生活に欠かせない交

通インフラが整備されたのも東京オリンピック

の有形のレガシーです。 

２回目となる今年のオリンピック・パラリン

ピック大会ではどのようなレガシーを日本に、

東京にもたらしてくれるでしょうか？ 

オリンピックを直接観戦できること、多くの

外国人が来日し触れ合えるチャンスが広がるこ

となど、生徒たちの会話からは、その日をとて

も楽しみにしている様子がうかがえます。 

本校も、これまで積み重ねてきたオリパラ学

習を土台に「石西中レガシー」の構築を意識し

た学習や教育活動を進めてきました。その中で、

①地域の高齢者福祉施設でのボランティア体験

学習、②校外学習・修学旅行での日本の伝統文

化理解と外国人への英語インタビュー体験、③

JRC（青少年赤十字）委員会を中心としたボラン

ティア活動の３つを「学習レガシー」として残

していきたいと考えています。 

生徒たちが、社会で活躍する頃には、生産年

齢人口の減少や雇用環境が大きく変化し、これ

まで以上に様々な人とのかかわりが複雑化して

くると思われます。互いの違いを認め合い、相

手の身になって考え行動できる力をこれらの

「学習レガシー」を通して一層高めていきたい

と思います。   
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校内ダンス発表会                              保健体育科 長谷川 健太 

 

12 月 14 日（土）、校内ダンス発表会を行いました。今年度

は『自由な発想と表現～体力向上を目指して～』というテーマ

のもと、各クラスで協力し、創作ダンスを作り上げました。１年

生は多様なテーマ（海賊船・夏休み・部活動など）から表した

いイメージをとらえ、動きに変化を付けて場面を表現するとい

う創作ダンスとなりました。一方、２年生は現代的なリズムのダ

ンス（ロックやヒップホップなどの現代的なリズムの曲でリズムの

特徴をとらえ、変化のある動きを組み合わせて、体幹部を中

心に全身で自由に弾んで踊るダンス）を中心に振り付けを考

え練習を重ねました。 

生徒たちは、授業で教わったヒップホップのステップをうまく組み合わせてクラスのダンスに取り入れたり、は

じめ・なか・おわりのグループリーダーを中心に動きを考えたりと、とてもよく頑張ってクラスのダンスを作ってく

れました。１・２年生とも男女共習で授業を行い、集団で協力し、クラスで１つの作品を作るということの難しさ

や達成感を感じる機会になったと思います。生徒たちひとりひとりがこの行事を通して学んだことを、今後の学

校生活に活かしてくれることを期待します。 

 当日、生徒たちの発表を見に来てくださった保護者の皆様、地域の皆様、本当にありがとうございました。  

 

 

１年和菓子体験                                    担当 加藤 陽子 

 

 1 月 16(木)、17 日(金)、1 年生が和菓子作りを体験しました。和

菓子の先生が来校し、講義を受けた後、自分たちの手でお菓子を

作りました。 

「和の食文化」は 2013 年 12 月に世界無形文化遺産に登録さ

れています。その中の和菓子についても、すばらしい私たちの食文

化として学び、継承してほしいと思いました。和菓子の特徴は、自

然の美しさや季節の移ろいを表現し、愉
たの

しむことであり、年中行事、

人生の節目、家族や地域との密接な関りをもっていることです。 

和菓子のもつ美しさを最もよく表現できるのが上生菓子で、その

中でも「練り切り」は格の高い和菓子とされています。練り切りは白

あんと求
ぎゅう

肥
ひ

を練って作り、作品に合わせて色を付け仕上げます。

生徒たちは今回「練り切り・玉菊」に挑戦しました。水にぬらした布

巾で手指や道具を拭きながら作りました。手で二色の練り切りを伸

ばして包む作業が難しかったですが、少しでもきれいに作ろうと真

剣に取り組んでいました。できたお菓子は持ち帰り、保護者の方に

試食していただき、一言いただきました。温かいコメントありがとうご

ざいました。 



１年クリーン運動                                     1学年主任  古賀 旭 

                              

11月 26日(火)と 11月 28日(木)の 2日間、1年生でクリーン運動を実施しました。これは、区

内全体の中学校で行うもので、本校では、掃除の時間に校庭に落ちている落ち葉掃きを行いまし

た。単に掃除をするだけでなく、道徳の授業で「社会参画、公共の精神」を扱った際には掃除の

大切さについて考えました。そこで、落ち葉掃きをする生徒以外もいつもより丁寧に掃除すること

を目標にしました。 

当日、黙々と落ち葉を拾う生徒もいれば、友達と競うように落ち葉をかき集める生徒もいました。

10分ほどすると、班に配布した大きなごみ袋はすぐに一杯になってしまいました。 

大勢で行ったからこそ短時間で終わりましたが、主事さん方は毎日一人で大量の落ち葉を拾わ

れています。きっと何十倍という時間を使って、校庭をきれいにしていただいているのでしょう。ま

た、来校者の方が「西中はきれいだ」と言っていただけますが、これは生徒の掃除に加えて、主事

さん方がこまめに清掃活動をしていただいているからだと思います。 

私たちが気持ちよく生活するために、陰で支えてくださっている方々がいることに気づくことがで

きたクリーン運動でした。今回の活動で学び、考えたことを今後の生活に生かし、ボランティアマイ

ンドを大切にするとともに、色々な方々に感謝の気持ちをもつことができる人になってほしいと思い

ます。 

 

 

令和元年度 練馬区中学校生徒作品展  本校から以下の生徒の作品が出品されました。 

 

～美術科～ （「砂絵による模写」と「漢字のイメージデザイン」は昨年度制作したものです.） 

「 パターンデザイン 」（第１学年）18名 

斎藤 駿成、 原田 葵、  佐藤 櫻、 松下 寛奈、 山内 遥花、 鎌田 彩音、 八田 夏楓、 

菅谷 哩、  長谷川 丈、 小坂 芽衣、高野 峻、  木村 咲良、 栗原 清乃、 杉島 依蘭、 

田中 晴鈴、 上田 航右、 酒井 純、 伊藤 七瀬 

 

「 漢字のイメージデザイン 」（第２学年）6名 

室田 亮輔、 井上 里夏、 松田 莉歩、 川口 結愛、 古川 恵、 

毛利 きよの 

 

「 砂絵による模写 」（第３学年）6名 

小川 美玖、 宮﨑 琳子、 鈴木 博希、 横手 瑚野花、 伊藤 愛海、 

坂田 琉那 

 

「 パソコンによる透視図デザイン 」（第３学年）10名 

山本 かなで、 内田 玲央、 青木 愛実、 神田 真央、  白石 海祐、 

田中 美羽、  栗島 陽菜、 八田 美桜、 神戸 菜々美、 北川 暁子 

 

 



「 木彫時計 」（第２学年）40名 

初岡 直哉、 安西 玲那、 伊藤 優杏、 岩上 萌、   

草間 友貴、 毛利 愛美、 坂村 樹、  飛田 煌太、  

芦沢 瑠夏、 荒川 咲菜、 井上 里夏、 井原 もなみ、 

宮井 理慧留、中尾 匠海、 大塚 未織、 小野 紗佳、 

川口 結愛、 小林 望鈴、 関 穂華、  堂本 麗名、  

平澤 実結、 古川 恵、  丸山 奈々、 宮坂 あいり、 

今泉 勇人、 須嵜 心、 今村 巴南、 大谷 優奈、 

 岡本 ちえり、奥山 結衣、 五條 理子、 棚橋 綾、 

 藤岡 幸、  小石澤 仁、 佐藤 愛那、 保立 未萌、 

 松岡 由莉、 三浦 リオ、 毛利 きよの、 田 百杏 

 

～技術科～ 

「キーホルダー」（第３学年）15名 

中田 愛那、 西田 麻沙、 山本 かなで、 内田 玲央、 賀来 冬衣、 

上田 彩月、 橋本 琉菜、 松崎 あうら、 関 香凜、  川谷 望天、 

菊間 美津希、八田 美桜、 入倉 温子、  伊藤 愛海、 松本 千宙 

 

「棚」（第１学年）7名 

今崎 希乃香、 小山田 海偉、 占部 萌奈子、 長谷川 丈、 

田 羽音、  佐々木 慧一郎、斎藤 依音 

 

～家庭科～ 

「ハーフパンツ」（第２学年）10名 

大谷 築代、 芝﨑 優衣、 岸田 、 山本 聖夏、 高橋 慶次、 

山口 ひなた、小松 龍ノ介、奥山 結衣、小山 輝乃、 土田 夏鈴 

 

「コロコロサイコロ」（第３学年）15名 

山本 かなで、 上田 彩月、 鈴木 愛莉、 遠山 藍菜、 

松崎 あうら、 中丸 銀河、 木下 春菜、 田中 美羽、 

西嶋 あい、  原井 優花、 髙橋 涼聖、 阿部 陽美、 

土田 涼、   中村 愛花、 堀内 日菜子 

 

 

ご連絡 

 昨年 10月校舎内へ不審者が侵入した件では、保護者の皆様にご心配をおかけしました。学校では、警察署に被害届を 

提出していますが、その後、不審者に関する情報はありません。学校の対策として、生徒・教職員、来校者ともに門を必ず 

閉めることを継続して徹底し、今後も引き続き安全対策に努めていきます。保護者・地域の皆様におかれましても、学校周 

辺や近隣でお気づきの点や不審者情報などがありましたら、学校や警察署へ情報提供をお願いいたします。 


